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平 成 2 6 年 度 
 

 



は じ め に 
 

 

 宮城県保健環境センターは，県民の健康と生活環境を守るため保健衛生及び環境行政の

中核施設として，試験検査，調査研究，情報の発信等を行っております。 

 当所は東日本大震災で本庁舎が被災したことから，被災後は仮住まいの庁舎で業務の一

部を縮小しながら活動しておりましたが，平成２７年３月に元の敷地に新しい本庁舎が完

成し，平成２７年４月から震災前と同様に本庁舎，分庁舎及び特定化学物質検査棟で業務

を本格的に開始しました。 

 現在，保健衛生分野では感染症対策や食品安全対策が，また，環境分野では有害物質等

による環境汚染防止対策等が重要な課題となっています。 

 また，日本固有の気候や風土，そしてこれまで受け継がれてきた人の営みによって培わ

れてきた豊かで美しい国土，県土を保全し後世に引き継ぐことがより強く求められていま

す。 

 センターは，関係機関との密接な連携のもと，職員一人一人が研鑽を重ねて，これらの

課題に対して自らの役割を果たしていく使命を持っているものと考えております。関係者

の皆様には，なお一層の御指導と御支援をお願いします。 

 このたび，平成２６年度における事業実績や研究成果等を年報第３３号として取りまと

めました。関係者の皆様に御活用いただければ幸いです。 
 

   平成２７年１２月 

 

宮城県保健環境センター 

所 長  渡 部 俊 文 
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